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は
虎
よ
り
も
猛
な
り
と
い
う
故

事
は
、
間
違
い
な
く
今
の
日
本

を
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
黙
ら
な
い
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。
労
働
組
合
は
民
主

主
義
が
前
提
で
機
能
し
ま
す
。

し
か
し
世
界
人
口
の
ほ
ぼ
半
分

が
民
主
主
義
か
ら
排
除
さ
れ
て

い
ま
す
。
女
の
こ
と
で
す
。
だ

か
ら
世
界
が
こ
ん
な
な
の
は
半

分
排
除
さ
れ
た
ま
ま
の
女
の
せ

い
で
も
あ
り
ま
す
。

　
何
も
分
か
ら
な
い
内
は
発
言

を
遠
慮
し
て
お
く
こ
と
を
止
め

ま
し
ょ
う
。
わ
か
っ
た
時
に
は

す
で
に
チ
ャ
ン
ス
と
気
力
を
逃

し
て
い
ま
す
。
世
界
を
変
え
る

た
め
に
、
黙
る
こ
と
を
止
め
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
大
軍
拡

を
止
め
る
た
め
に
。

　
ミ
サ
イ
ル
と
戦
車
を
使
う
と

決
め
る
前
に
い
く
ら
で
も
他
に

方
策
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
お

互
い
を
尊
重
し
粘
り
強
く
話
し

合
う
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
未
来

は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
我
慢
強
く
生
き
て
い
る
だ
け

で
は
人
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
感

じ
て
考
え
場
合
に
よ
っ
て
不
満

や
反
対
を
表
明
し
な
け
れ
ば
川

辺
の
草
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
自
戒
を
勇
気
に
変
え
て
。

　
　

う
違
和
感
。
話
し
合
い
で
は
な

か
っ
た
。
メ
イ
ン
は
配
布
さ
れ

た
大
量
の
印
刷
物
の
内
容
を
確

認
す
る
こ
と
。
空
っ
ぽ
で
楽
な

も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
国
会

中
継
で
散
見
す
る
居
眠
り
議
員

の
類
で
し
た
。
そ
れ
で
も
毎
回
、

黙
っ
て
い
な
い
人
が
必
ず
一
人

以
上
い
ま
し
た
。
た
ま
に
討
論

が
お
き
て
挙
手
評
決
の
事
態
に

な
る
と
、
そ
れ
ま
で
傍
観
者
だ

っ
た
私
は
「
え
っ
！
何
の
話
だ

っ
け
？
」
と
印
刷
物
を
手
繰
り

だ
し
超
高
速
で
読
み
直
す
か
隣

の
先
生
に
聞
く
と
い
う
あ
り
さ

ま
。
あ
ん
た
馬
鹿
か
と
突
き
放

さ
ず
数
秒
に
要
約
し
て
話
し
て

く
れ
た
同
僚
達
に
感
謝
。
夏
目

漱
石
の
「
坊
ち
ゃ
ん
」
な
ら
ぬ

「
お
嬢
ち
ゃ
ん
」
時
代
の
私
の

話
。
で
も
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
が
社
会
の
右
傾
化
と
と

も
に
職
員
会
議
は
議
決
機
関
で

は
な
い
と
評
決
が
避
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
校
長
裁
量
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
黙

っ
て
い
ま
し
た
。
学
校
の
民
主

主
義
崩
壊
の
端
緒
を
黙
認
し
た

一
人
は
私
で
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
か
つ
て
の
職
員

会
議
は
現
今
の
国
会
審
議
よ
り

正
当
で
し
た
。
今
の
国
会
は
か

つ
て
の
生
徒
総
会
よ
り
会
議
の

体
を
な
し
て
い
ま
せ
ん
。
苛
政

　
こ
の
三
〇
年
は
日
本
を
先
進

国
か
ら
脱
落
さ
せ
ま
し
た
。
Ｇ

Ｄ
Ｐ
総
量
は
と
も
か
く
賃
金
比

較
で
そ
う
で
す
。
怨
念
が
年
々

た
ぎ
る
日
々
に
コ
ロ
ナ
禍
の
経

済
失
速
。
さ
ら
に
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
よ
る
物
価
高

騰
。
二
十
一
世
紀
の
戦
争
に
が

っ
か
り
し
て
い
る
間
に
お
き
た

パ
レ
ス
チ
ナ
の
惨
禍
、
画
面
が

日
本
国
内
へ
急
展
開
し
た
年
明

け
能
登
地
震
。
そ
し
て
翌
日
の

羽
田
重
大
事
故
は
辛
く
も
全
員

死
亡
を
免
れ
ま
し
た
。
メ
デ
ィ

ア
の
画
像
を
正
視
で
き
な
い
日

々
が
続
い
て
い
ま
す
。
見
た
く

な
い
聴
き
た
く
な
い
。

　
攻
撃
さ
れ
た
後
の
ガ
ザ
地
区

や
能
登
市
街
の
映
像
に
は
既
視

感
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
資
料

で
見
て
読
ん
だ
第
二
次
世
界
大

戦
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
東
南

ア
ジ
ア
市
街
、
近
年
数
々
起
き

て
い
る
震
災
、
特
に
二
〇
一
一

東
日
本
大
震
災
。
多
く
の
記
憶

と
恐
怖
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
ま
す
。

世
界
は
変
わ
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
心
の
平
衡
を
保
つ
た
め

の
努
力
が
必
要
で
す
。

　
四
年
前
ま
で
教
職
に
就
い
て

い
ま
し
た
。
働
き
始
め
た
ば
か

り
の
こ
ろ
、
職
員
会
議
が
あ
る

毎
に
強
く
思
っ
た
の
は
「
こ
れ

を
会
議
と
い
う
の
か
？
」
と
い

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
早
々
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
り

多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
、
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
山
形
県
内
で
も
多

く
の
方
々
が
不
安
な
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
被
災
地
に
お
け
る
救
助
、
支
援
、
復
旧
、
復
興
に
向
け
て
、
県
内
・
全
国
の
仲
間

と
力
を
合
わ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

賑わう山形市初市。能登地震救援募金の呼びかけもありました。

〈
年
頭
所
感
〉
自
戒
を
勇
気
に
変
え
て

二
〇
二
四
年
一
月
　
荻
原
圭
子
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山
形
県
労
連
は
一
〇
月
七
日

（
土
）
第
三
五
回
定
期
大
会
を

開
催
し
、
二
〇
二
三
年
度
運
動

方
針
案
と
予
算
案
、
第
三
五
期

役
員
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
山

形
県
医
労
連
の
上
田
潤
書
記
長
、

日
本
共
産
党
の
石
川
渉
県
議
会

議
員
、
自
由
法
曹
団
の
外
塚
功

弁
護
士
、
や
東
北
労
働
金
庫
山

形
県
本
部
の
代
表
な
ど
が
来
場

し
、
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
と
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
吉
村
美
栄

子
山
形
県
知
事
、
立
憲
民
主
党
、

九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
や
ま
が
た
県

民
の
会
等
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
二
〇
二
三
年
度

運
動
方
針
に
は
、
組
合
員
の
力

に
依
拠
し
、
職
場
活
動
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
、
未
組
織
労
働

者
（
職
場
の
未
加
入
者
含
む
）

と
と
も
に
要
求
と
そ
の
実
現
方

法
を
練
り
上
げ
、
運
動
と
組
織

化
に
取
り
組
む
こ
と
等
が
柱
と

し
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

議
　
長
　
　
　
荻
原
圭
子
（
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
山
教
組

　副
議
長
　
　
　
東
海
林
良
二
（
再
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
地
域
労
連

　副
議
長
　
　
　
松
木
静
雄
（
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
者
組
合

　事
務
局
長
　
　
佐
藤
完
治
（
再
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局

　事
務
局
次
長
　
成
田
龍
雄
（
再
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
医
療
生
協
労
組

　事
務
局
次
長
　
星
遼
太
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
立
社
労
組

　幹
　
　
事
　
　
五
十
嵐
葉
月
（
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
保
育
労

　幹
　
　
事
　
　
梶
原
拓
（
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
本
間
病
院
労
組

　幹
　
　
事
　
　
工
藤
幸
博
（
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
山
教
組

　幹
　
　
事
　
　
笹
原
武
（
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
地
域
労
連

　幹
　
　
事
　
　
鈴
木
優
子
（
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
医
労
組

　幹
　
　
事
　
　
深
瀬
光
広
（
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
国
公

　幹
　
　
事
　
　
舩
見
悠
（
再
）

　
　
　
　
　
　
鶴
岡
田
川
地
域
労
連

　幹
　
　
事
　
　
小
島
憂
也
（
新
）

　
　
　
　
　
　
　
　
山
大
生
協
労
組

　幹
　
　
事
　
　
矢
萩
孝
一
（
再
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
交
労

　会
計
監
事
　
　
渋
谷
啓
一
郎
（
再
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
者
組
合

　会
計
監
事
　
　
平
野
勝
澄
（
再
）

　
　
　
　
　
　
地
域
労
組
や
ま
が
た

　
二
〇
二
三
年
度
運
動
方
針
に

の
っ
と
り
、
北
村
山
地
域
で
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
二
〇
二
三
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
村
山
地
域
加
盟
組
織
代
表

者
会
議
を
中
心
に
、
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
（
食
糧
支
援
活
動
）
が

実
施
さ
れ
て
き
た
同
地
域
で
は
、

来
場
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
の
要
求
を
把
握
し
、
そ
の

実
現
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
重
視
し
、

七
月
か
ら
要
請
事
項
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
学
校
給
食
無
償

化
を
中
心
と
し
た
子
育
て
支
援

策
の
拡
充
と
、
高
齢
者
の
生
活

保
障
を
二
つ
の
柱
に
す
え
、
予

め
送
付
し
た
要
請
事
項
に
基
づ

き
、
一
〇
月
二
三
日(

月)

と
三

〇
日(
月)
の
二
回
に
分
け
て
自

治
体
を
訪
問
・
対
話
し
ま
し
た
。

　
山
形
地
域
労
連
と
鶴
岡
田
川

地
域
労
連
も
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
検
討
・
準
備
中
で
す
。

　
今
年
度
は
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
の
実
施
を
見
合
わ
せ
る
こ
と

に
し
た
地
域
の
合
計
二
三
市
町

村
に
対
し
て
、
県
労
連
は
十
一

月
二
一
日
い
っ
せ
い
に
、
「
子

ど
も
の
人
権
保
障
・
高
齢
者
の

生
活
保
障
・
誰
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
確
保
を
…
二

〇
二
三
自
治
体
要
請
書
」
を
発

送
。
各
市
町
村
か
ら
の
回
答
の

集
約
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
二
三
日(

木
・
祝)

、

山
形
テ
ル
サ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
）
の
発
足
総
会
で
、
山
形
県

二
〇
二
四
年
国
民
春
闘
共
闘
委

員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
山
形

県
二
〇
二
四
年
国
民
春
闘
方
針

（
素
案
）
と
予
算
案
が
採
択
さ

れ
、
荻
原
圭
子
（
県
労
連
議
長
）

菅
家
誠
（
山
形
私
教
連
委
員
長
）

西
岡
斉
治
（
県
国
公
議
長
）
の

各
代
表
幹
事
を
は
じ
め
、
役
員

体
制
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
春
闘
方
針
（
素
案
）
に

は
、
最
低
賃
金
法
制
化
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
二
つ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
、

ス
ト
ラ
イ
キ
の
取
り
組
み
を
前

進
さ
せ
る
こ
と
等
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
低
賃
金

に
関
す
る
部
分
を
中
心
に
、
初

め
て
県
医
労
連
と
も
春
闘
方
針

が
共
有
さ
れ
る
べ
く
調
整
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
春
闘
方
針
（
素
案
）

は
一
月
二
七
日
の
春
闘
討
論
集

会
で
拡
充
・
論
議
さ
れ
、
最
終

的
に
は
三
月
二
日
実
施
予
定
の

山
形
県
二
〇
二
四
年
国
民
春
闘

共
同
学
習
決
起
集
会
で
確
認
さ

れ
る
べ
く
、
議
論
と
実
践
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

　
発
足
総
会
で
は
「
低
い
回
答

も
予
想
さ
れ
た
年
末
一
時
金
、

構
え
を
作
っ
て
交
渉
」
（
医
療

生
協
労
組
）
、
「
非
正
規
の
存

在
が
不
可
欠
な
中
、
最
賃
闘
争

も
重
要
」
（
県
国
公
）
、
「
全

分
会
で
賃
上
げ
と
な
っ
た
二
三

春
闘
。
初
任
給
改
善
も
、
働
き

盛
り
で
賃
金
が
伸
び
な
い
構
造

が
課
題
」
（
農
協
労
）
な
ど
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
〇
〇
三
年
五
月
に
設
立
さ

れ
二
〇
周
年
を
迎
え
た
山
形
県

労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
が
山
形
テ

ル
サ
を
会
場
に
記
念
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
代
表
委
員
の

ひ
と
り
と
し
て
県
労
連
の
荻
原

圭
子
議
長
が
「
日
本
は
こ
の
三

〇
年
給
与
が
上
が
ら
な
い
。
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
も
と
に
生
活

を
第
一
に
考
え
政
権
の
大
軍
拡

に
も
歯
止
め
を
か
け
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
全
労
連
の
小
畑
雅

子
議
長
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

を
職
場
・
地
域
で
ど
う
取
組
む

か
」
と
題
し
て
記
念
講
演
し
ま

し
た
。
「
お
～
い
お
茶
、
私
は

お
茶
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
な
ど

広
島
の
取
り
組
み
で
応
募
が
あ

っ
た
川
柳
な
ど
を
引
用
し
つ
つ
、

無
意
識
に
な
る
ほ
ど
刷
り
込
ま

れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
の
意

識
は
、
し
か
し
「
人
間
が
作
っ

た
も
の
な
の
で
変
え
ら
れ
る
」

と
語
り
始
め
、
女
性
の
労
働
は

家
計
補
助
的
な
も
の
と
い
う
意

識
や
、
家
事
・
育
児
・
介
護
が

無
償
で
あ
た
り
ま
え
と
い
う
意

識
は
ケ
ア
労
働
者
の
低
賃
金
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指

弾
。
名
古
屋
の
非
正
規
保
育
士

が
組
合
に
結
集
し
て
交
渉
し
労

働
条
件
改
善
を
勝
ち
取
っ
た
例

や
、
世
界
一
男
女
平
等
な
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
で
も
残
さ
れ
た
男
女

不
平
等
を
解
消
す
る
た
め
女
性

が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
（
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
首
相
も
参
加
）
し
た

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
、
女
性
・

非
正
規
に
短
時
間
労
働
、
男
性

に
長
時
間
労
働
を
強
い
て
全
体

の
賃
金
水
準
を
下
げ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
格
差
・
差
別
を
解
消
し
、

誰
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
生

活
で
き
る
社
会
に
変
え
よ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
相
談
を
寄

せ
た
労
働
者
の
主
体
性
を
引
き

出
そ
う
と
、
丁
寧
に
寄
り
添
い

対
応
し
て
き
た
山
形
県
労
働
相

談
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
継
続
・

発
展
さ
せ
て
と
激
励
の
言
葉
で

講
演
を
結
び
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
祝
賀
会
に
は
各
界

か
ら
来
賓
も
訪
れ
、
和
や
か
に

懇
談
し
ま
し
た
。

第
三
五
回
定
期
大
会
を
開
催

一
〇
月
七
日
（
土
）
山
形
テ
ル
サ×

Z
oom

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

二
〇
二
三
　
等
を
展
開

山
形
県
二
〇
二
四
年

国
民
春
闘
共
闘
委
発
足

山
形
県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

設
立
二
〇
周
年
記
念
祝
賀
会

【
第
三
五
期
役
員
体
制
】
敬
称
略

あいさつする荻原議長

講演する小畑議長
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